
Ⅱ がん罹患数及び罹患率 

 

１．岡山県と全国の罹患率の比較 

 表 2 では年齢調整罹患率を岡山県(2010 年値、2008 年値)と全国(2008 年推計値)で 

対比した。 

 2008 年の岡山県の全国に対する年齢調整罹患率の比を日本人モデル人口でみると、

全部位では男は 0.95 と全国値を下回り、女は 1.04 と全国値を上回った。Doll の世界

人口での検討においても同様の結果であった。 

 また男では脳・神経系（1.65）、甲状腺（1.40）、膀胱（1.26）、女では脳・神経系（2.30）、

甲状腺（1.43）、膀胱（1.38）などが全国値に比べ高かった。 

 また、岡山県の 2008 年と 2010 年の値を比べてみると、次のページの図 3を見ても分

かるように、全体的に年齢調整罹患率は高くなってきている。 

岡山
2010

岡山
2008

全国
(*3)

2008

岡山
2010

岡山
2008

全国
(*3)

2008
男 女 男 女

全部位 450.0 401.1 421.5 323.4 285.7 275.9 0.95 1.04 0.97 1.05
口腔･咽頭 10.9 10.5 11.5 3.8 3.8 3.7 0.91 1.02 0.92 1.06
食道 17.5 15.5 16.8 2.4 1.7 2.5 0.92 0.68 0.93 0.69
胃 76.2 68.4 80.5 28.7 25.7 29.1 0.85 0.88 0.87 0.89
大腸 69.9 63.2 64.3 42.6 37.6 36.0 0.98 1.05 0.99 1.05

結腸 41.4 36.4 38.6 26.6 26.2 25.2 0.94 1.04 0.95 1.06
直腸 28.5 26.9 25.7 16.0 11.4 10.8 1.05 1.06 1.04 1.03

肝臓 30.5 30.6 30.9 10.2 11.4 11.1 0.99 1.03 1.00 1.02
胆嚢･胆管　 8.0 8.5 9.7 5.1 4.3 6.3 0.87 0.68 0.89 0.70
膵臓 15.9 13.1 15.1 9.1 9.5 9.1 0.87 1.04 0.85 1.07
喉頭 4.3 5.3 4.7 0.2 0.3 0.3 1.14 0.92 1.18 1.11
肺 60.4 59.2 61.9 20.2 19.0 21.6 0.96 0.88 0.96 0.89

皮膚
(*4) 8.3 6.4 6.7 6.8 6.5 4.8 0.95 1.35 0.98 1.44

乳房 0.6 0.3 - 79.7 73.4 69.6 - 1.05 - 1.06
子宮 - - - 45.2 31.0 26.1 - 1.19 - 1.23
卵巣 - - - 9.6 7.1 10.2 - 0.69 - 0.68
前立腺 55.3 39.2 46.1 - - - 0.85 - 0.86 -
腎など 18.2 14.7 13.1 6.0 5.6 4.8 1.12 1.17 1.14 1.11
膀胱 21.5 16.1 12.8 3.6 3.9 2.8 1.26 1.38 1.29 1.45
脳･神経系 4.9 5.6 3.4 5.7 6.7 2.9 1.65 2.30 1.57 2.35
甲状腺 5.1 5.2 3.7 16.0 14.8 10.3 1.40 1.43 1.40 1.45
悪性リンパ腫 13.5 7.2 13.3 10.8 4.1 8.4 0.54 0.49 0.54 0.48
多発性骨髄腫 2.6 1.4 2.9 1.5 0.5 1.9 0.48 0.29 0.50 0.28
白血病 5.3 4.7 7.6 4.8 1.6 4.8 0.62 0.34 0.74 0.32

皮膚
(*4)

：皮膚の黒色腫を含む

日本人人口
(*1)

：1985年日本人モデル人口　　世界人口
(*2)

：Dollの世界人口

全国
(*3)

：厚生省がん研究助成金による「地域がん登録｣研究班が10府県市の成績から推計した最新値

表２　岡山県と全国との比較　-年齢調整罹患率-：主要部位別、性別　　2008年

岡山／全国
(*3)

岡山／全国
(*3)

年齢調整罹患率(日本人人口)
(*1)

男 女

年齢調整罹患率

(世界人口)(*2)



 図 2 に岡山県の全部位の 5歳年齢階級別・性別罹患率のグラフを全国値とともに示し

た（2008 年推計値）｡  

 図 3 に全部位の年齢調整罹患率（標準人口：1985 年日本人モデル人口）の 1996 年～

2010 年の年次推移を男女別に全国値（1996 年～2008 年推計値）とともに示した。 
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図２ 全部位の年齢階級別罹患率2008年（男女）

男

全国男

女

全国女

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

男 409.3 399.2 387.6 384.7 385.3 374.7 391.8 391.5 367.8 368.7 349.0 375.2 401.1 432.9 450.0

全国男 375.1 365.3 373.2 381.7 367.3 380.6 377.3 409.8 400.4 396.1 394.3 405.3 421.5

女 243.9 236.2 228.5 228.6 233.5 235.7 243.7 248.5 235.8 241.2 234.9 267.9 285.7 307.8 323.4

全国女 224.5 224.7 229.6 237.4 230.1 247.4 230.7 260.8 266.2 247.7 251.8 263.8 275.9
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図３ 全部位の年齢調整罹患率 年次推移（男女）



２．主要部位別罹患数、粗罹患率及び年齢調整罹患率 

表 3 に、2010 年のがん罹患数、粗罹患率及び年齢調整罹患率（標準人口：1985 年日

本人モデル人口、世界人口）、罹患割合を、主要部位別、男女別に示した。 

全がん罹患数は、男 7,741、女 5,672、計 13,413 人であった。人口 10 万人当たりの

粗罹患率は男 829.5、女 560.4、日本人モデル人口による年齢調整罹患率は、男 450.0、

女 323.4、世界人口による年齢調整罹患率は、男 317.5、女 245.4 であった。 

男については粗罹患率、年齢調整罹患率ともに胃が 1 位、大腸（以下、大腸とは結腸

と直腸を合わせた症例とする）が 2 位であった。 

女については粗罹患率、年齢調整罹患率ともに乳房が1位、2位は粗罹患率では大腸、

年齢調整罹患率では子宮となっており、女性固有のがんの罹患率が高くなっている。 

    

表３　罹患数、粗罹患率、年齢調整罹患率および罹患割合：主要部位別、性別　　2010年

部位

男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女

全部位 7,741 5,672 13,413 829.5 560.4 450.0 323.4 317.5 245.4 100.0% 100.0%
口腔･咽頭 158 78 236 16.9 7.7 10.9 3.8 8.2 3.0 2.0% 1.4%
食道 286 46 332 30.6 4.5 17.5 2.4 12.8 1.8 3.7% 0.8%
胃 1,349 643 1,992 144.6 63.5 76.2 28.7 52.7 20.3 17.4% 11.3%
大腸 1,157 862 2,019 124.0 85.2 69.9 42.6 49.9 31.1 14.9% 15.2%

結腸 703 572 1,275 75.3 56.5 41.4 26.6 29.4 19.3 9.1% 10.1%
直腸 454 290 744 48.7 28.7 28.5 16.0 20.6 11.9 5.9% 5.1%

肝臓 530 268 798 56.8 26.5 30.5 10.2 21.2 7.1 6.8% 4.7%
胆嚢･胆管　 155 163 318 16.6 16.1 8.0 5.1 5.3 3.5 2.0% 2.9%
膵臓 280 242 522 30.0 23.9 15.9 9.1 11.1 6.1 3.6% 4.3%
喉頭 73 4 77 7.8 0.4 4.3 0.2 3.0 0.1 0.9% 0.1%
肺 1,117 470 1,587 119.7 46.4 60.4 20.2 41.1 14.3 14.4% 8.3%
皮膚

(*３) 160 167 327 17.1 16.5 8.3 6.8 5.5 5.0 2.1% 2.9%
乳房 10 1,055 1,065 1.1 104.2 0.6 79.7 0.4 62.1 0.1% 18.6%
子宮 - 491 491 - 48.5 - 45.2 - 36.5 - 8.7%
卵巣 - 130 130 - 12.8 - 9.6 - 7.6 - 2.3%
前立腺 1,030 - 1030 110.4 - 55.3 - 37.4 - 13.3% -
腎など 301 124 425 32.3 12.3 18.2 6.0 13.0 4.3 3.9% 2.2%
膀胱 384 101 485 41.2 10.0 21.5 3.6 14.9 2.4 5.0% 1.8%
脳･神経系 65 88 153 7.0 8.7 4.9 5.7 4.1 4.8 0.8% 1.6%
甲状腺 66 218 284 7.1 21.5 5.1 16.0 3.9 12.5 0.9% 3.8%
悪性リンパ腫 206 203 409 22.1 20.1 13.5 10.8 10.0 8.3 2.7% 3.6%
多発性骨髄腫 44 34 78 4.7 3.4 2.6 1.5 1.7 1.1 0.6% 0.6%
白血病 69 72 141 7.4 7.1 5.3 4.8 4.8 4.1 0.9% 1.3%
日本人人口

（*1）
：1985年日本人モデル人口　　世界人口

（*2）
：Dollの世界人口

皮膚
(*３)

：皮膚の黒色腫を含む

罹患数
粗罹患率 年齢調整罹患率

罹患割合
（人口１０万対） 日本人人口

（*１）
世界人口

（*２）



図 4に罹患数上位 10 部位の主要部位別罹患数を男女別にグラフで示した。 

 

図４ 主要 10 部位別罹患数 

    



３．年齢階級別罹患率 

（１）全部位の年齢階級別罹患率 

図 5に全部位の年齢階級別罹患率を男女別に示した。 

男女ともに年齢が高くなるにつれ、がん罹患率が高くなっている。 

50 歳までは女のがん罹患率が男を上回っているのは女性固有の乳がん、子宮がんの

罹患が若い年齢層に多いことと関連があると考えられる。また、60 歳を過ぎる辺りか

ら男の罹患率が増加傾向にあり、年齢が高くなるにつれて男女の罹患の比率の差が大き

くなっている。これは全国値と同様の傾向である（図 2）。 
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図５ 全部位の年齢階級別罹患率 2010年（男女）



（２）特定部位別の年齢階級別罹患率 

図6､7に特定部位の年齢階級別罹患率を男女別に示した。（数値については付表11､12

参照） 

男は 50 歳台からいずれのがんも罹患率が増加している。胃がん、肺がんの罹患率は

70 歳台を超えても高くなっている。 

女では乳がんの好発年齢である 40～60 歳台までの罹患率が高くなっている。また、

子宮がんの罹患率は子宮頸がんの好発年齢とされる 20～30 歳台から増加して、40 歳台

にピークになっている。 
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図６ 年齢階級別罹患率 <特定部位> -男-
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図７ 年齢階級別罹患率 <特定部位> -女-
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４．男女別の主要部位別罹患率の年次推移 

図 8,9 に主要部位別、男の罹患率の推移を粗罹患率と年齢調整罹患率（基準人口： 

1985 年日本人モデル人口）とで示した。 

 男の年齢調整罹患率をみると胃がん 76.2、大腸がん 69.9、肺がん 60.4 が他の部位に

比べて高く、2006 年以降増加傾向にある。 

要因の一つとして、がん診療連携拠点病院からの登録数増加による影響も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

胃 119.2 115.5 117.1 118.4 118.6 120.4 123.3 119.6 118.5 121.9 108.9 125.1 120.8 142.0 144.6

大腸 89.9 81.5 89.9 84.2 91.9 88.1 95.5 100.2 88.0 105.5 95.9 99.2 110.2 121.9 124.0

肝臓 63.4 65.5 61.9 59.0 56.0 51.0 57.4 53.5 48.8 53.7 49.6 50.1 54.4 54.8 56.8 

肺 88.9 96.8 92.9 94.2 94.7 89.1 90.4 91.4 91.8 101.5 103.4 105.6 112.8 121.1 119.7

乳房 0.7 0.6 0.7 0.9 0.7 0.5 0.4 0.5 0.6 1.1 

前立腺 32.9 38.2 40.6 49.8 52.3 61.9 64.8 98.3 81.5 67.9 64.2 82.9 75.4 99.4 110.4
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人口10万対 図８ 粗罹患率の年次推移－主要部位別、男

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

胃 88.1 84.2 83.2 81.8 80.2 80.0 79.4 75.0 72.4 73.0 63.8 70.7 68.4 76.8 76.2 

大腸 67.0 71.0 65.7 65.2 64.5 58.7 59.1 58.5 57.0 61.8 58.1 59.3 63.2 70.6 69.9 

肝臓 47.0 47.1 43.6 40.8 37.4 33.6 37.1 33.2 29.5 37.1 34.4 28.7 30.6 30.1 30.5 

肺 65.1 57.5 60.7 56.9 59.5 54.9 58.2 59.3 50.8 59.4 56.5 55.6 59.2 61.9 60.4 

乳房 0.6 0.4 0.4 0.5 0.6 0.3 0.2 0.3 0.4 0.6 

前立腺 22.9 25.8 26.3 31.4 31.9 36.7 37.3 55.6 46.3 32.4 29.1 42.8 39.2 49.3 55.3 
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図９ 年齢調整罹患率の年次推移－主要部位別、男



 図 10,11 に主要部位別、女の罹患率の推移を粗罹患率と年齢調整罹患率（基準人口：

1985 年日本人モデル人口）とで示した。 

 女の年齢調整罹患率を見ると年次をおって乳がんの罹患率が高くなっており、2010

年は人口 10 万対 79.7 と他のがんと比較すると圧倒的に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

胃 56.9 58.8 56.2 59.5 55.5 55.7 58.4 57.0 51.9 54.6 51.8 57.8 55.1 66.4 63.5 

大腸 57.2 58.7 62.9 63.7 65.7 63.5 73.9 68.2 66.7 70.5 71.0 73.9 79.4 82.2 85.2 

肝臓 23.8 25.0 25.4 24.8 25.7 24.1 24.3 23.2 24.5 24.0 23.0 25.9 27.9 27.6 26.5 

肺 31.3 27.1 33.1 29.4 33.7 32.6 36.1 36.8 37.6 45.6 38.2 40.9 42.0 54.0 46.4 

乳房 53.1 57.0 55.2 54.1 57.7 70.3 68.2 74.1 70.9 77.6 77.6 89.8 94.3 104.5 104.2

子宮 31.6 25.9 22.4 26.0 27.3 28.2 25.8 32.0 30.0 29.9 31.0 29.8 33.2 39.4 48.5 
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人口10万対 図１０ 粗罹患率の年次推移－主要部位別、女

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

胃 25.8 21.9 18.7 21.5 23.2 25.3 22.1 26.9 25.6 26.7 24.2 27.3 25.7 31.2 28.7 

大腸 35.2 36.4 37.0 37.1 36.3 34.1 39.8 36.4 34.4 35.6 34.3 36.1 37.6 39.5 42.6 

肝臓 13.3 13.3 13.4 13.4 13.0 12.0 10.8 10.1 10.9 10.5 10.1 11.1 11.4 10.7 10.2 

肺 17.5 15.2 18.9 15.8 17.4 15.6 17.7 17.9 18.8 21.5 17.7 19.0 19.0 24.5 20.2 

乳房 45.9 46.6 45.1 44.2 48.1 56.3 54.6 58.1 55.1 59.9 60.7 72.5 73.4 80.8 79.7 

子宮 35.4 35.3 32.5 32.5 30.7 30.8 31.6 30.1 25.3 26.1 27.2 26.8 31.0 35.2 45.2 

胃, 28.7 

大腸, 42.6 
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図１１ 年齢調整罹患率の年次推移－主要部位別、女


